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説明：主観的輪郭図形が，はためいて見える現象です。主観的輪郭図形がより明瞭にみえるように，今回はネオンカラー拡散を伴わせました。正方形の頂点に対応する位置に配置された4つの同心円の向かい合う部分を扇型に着色し，その着色部分の頂点を支点として垂直線を振り子運動させます。上下の垂直線が同期して左右同方向あるいは逆方向に振り子運動しているときにはネオンカラー拡散を伴う3次元的な曲面の首振り運動が見えやすいです（demo1，2）。一方で振り子運動に位相差（ずれ）をつけると，位相差が少ないときには弾力性のある変形が（demo3），位相差が90°に近づくとゆらゆらとはためくような変形が見えやすくなります（demo4）。上下のどちらかを遮蔽して見えないようにすると主観的な輪郭，面がネオンカラーとともに消失します。主観的輪郭図形が輪郭，面，明るさを含んだ複合的な錯視を生じさせることは皆さんよくご存知だと思いますが，この現象は錯覚によって現れるオブジェクトの剛体，非剛体運動のモーダルな補完にまで拡張した新型錯視といえるでしょう。
